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出
践
版
画
且
よ
り
見
た
る
百
貨
盾
封
小
貰
底
の
抗
争

第
三
十
七
巻

五
六

第
四
披

巨司

出
張
販
責
よ
り
見
下
る
百
貨
庇
封
小
責
庄
の
抗
争

堀

新

自

* 
一
、
序
論
二
、
百
貨
は
抽
出
張
販
賓
の
小
賓
応
に
及
ぼ
す
影
響
一
一
一
、
宵
貨
府
出
張
版
費
に
鞠
す
る
小
責
腐
の
抗
争
形
態

町
、
町
長
仮
託
D
沈
骨
日
開
吋
日

u
k
v
t
目
詑
時
口
'
ヨ
間
葉
へ
法
治
J

I
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、

一
、
序

論

在
は
先
に
百
貨
底
出
張
販
責
の
我
が
固
に
於
げ
る
後
展
の
航
況
に
就
て
一
瞥
し
た
。
出
張
販
責
は
不
況
時
代
に

於
け
る
百
貨
庖
の
も
が
き
で
あ
る
。
地
方
購
買
力
の
吸
肢
は
主
観
的
に
見
れ
ば
例
令
少
し
と
蜂
も
、
百
貨
底
の
悩

に
劃
す
る
治
療
情
と
し
て
役
立
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
、

こ
れ
を
枇
舎
的
に
見
れ
ば
、
百
貨
庖
の
悶
に
よ
り

更
に
苦
悶
を
増
し
、
不
況
の
深
刻
味
を
倍
加
せ
ら
れ
た
る
一
の
存
在
'
と
し
て
の
地
方
小
責
居
に
就
て
考
察
す
忍
事

も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
販
責
戦
術
に
於
て
は
相
営
の
熟
親
を
も
っ
て
居
る
中
央
都
市
の
小
貫
底
な
ら
い

F
知
ら

守、

m
o
g
E三
の
所
謂
非
管
刺
的
な
極
論
併
精
神
(
豆
町
三
ユ
R
E
P
m
m回
目
口
問

ZEm)
の
下
に
、
非
合
理
的
な
鰹
傍
賦

態、

(
U
W
P
E一z
z
m
p「
F
E岳
町
)
奮
式
な
販
責
術
(
ロ
芯
叶
内

n
E
F
)
の
中
に
、
中
世
的
夢
を
む
き
ぽ
っ
て
居

た
地
方
小
責
庖
に
取
っ
て
品
、
資
本
主
義
的
行
商
形
態
と
も
一
ゴ
ふ
べ
き
百
貨
底
の
出
張
販
責
は
確
に
一
の
脅
威
で

め
っ
七
に
遣
な
い
。
成
程
圃
民
極
構
上
よ
り
見
れ
ぱ
、
出
張
販
寅
は
小
貰
底
の
畳
醒
捕
、
新
販
責
法
、
新
粧
替
戦

拙稿、わが固に於ける百貨届出張版賓の稜展、(鰹E前命叢第三十六巻第六;就〉
w. So皿hart，D個別Tarenhausein (;ehilde de凶 hochkapjtalischen Zeital ters 
(1 'r' Lleme des .Waren"au:-.es， S. 77 88) 
拙稿、ゾ yバルト教授の百貨底観f魁漉論叢、第豆十五巻第三披)
max Cohen~Reus:s， Die 舗o2.ialen})robJemc des W::.円高l.lhause.:iund ihre Weit-
eT'印 twidζ!ung(PToble回 ede品 Warcnha出 S.II3-II) 

r) 

3) 



の
教
授
者
と
し
て
或
意
味
を
持
っ
て
居
る
か
も
知
れ
な
い
。
然
し
出
張
販
責
が
一
の
常
時
的
存
在
と
化
し
た
る
以

上
、
彼
等
に
と
っ
て
は
刺
戟
漕
で
あ
る
よ
り
も
先
づ
死
活
の
問
題
と
し
て
よ
り
大
き
な
意
義
を
持
つ
事
は
云
ふ
迄

も
な
い
。
今
迄
互
に
競
争
者
と
し
て
封
立
し
た
地
方
小
貫
庖
の
目
標
は
、
百
貨
庖
の
出
現
に
よ
っ
て
こ
の
新
し
い

敵
に
濁
し
て
一
致
し
て
立
つ
に
至
っ
た
。
こ
の
事
は
現
代
に
於
け
る
中
産
階
級
の
意
義
と
相
待
っ
て
、
俄
然
一
つ

の
枇
曾
問
題
化
し
た
の
で
あ
る
。
以
下
の
考
察
は
、
こ
の
小
貰
居
の
抗
争
が
如
何
な
る
手
段
を
主
り
、
過
程
を
鰹

て
畿
展
し
、
且
枇
曾
的
に
如
何
な
る
意
義
を
以
て
行
は
る
〉
も
の
な
る
h
r

に
就
て
の
吟
味
で
あ
る
。

一
一
、
百
貨
唐
出
振
服
置
の
巾
賓
唐
に
庇
ぼ
す
臨
時
響

先
に
百
貨
底
の
出
張
販
買
の
畿
展
に
就
て
遮
べ
し
際
、
刊
出
張
地
域
よ
り
見
た
る
稜
展
、
間
出
張
回
数
よ
り
見

た
る
後
展
、
刷
出
張
販
貰
の
意
義
世
に
、
他
出
張
服
責
の
取
扱
商
品
よ
り
見
た
る
後
展
に
就
て
説
明
し
た
抗
、
こ

の
出
張
販
貰
俊
展
上
の
四
形
態
は
、
小
貰
庖
に
及
ぽ
す
影
響
に
於
て
も
必
然
的
に
重
大
な
関
係
を
有
す
る
の
で
あ

る
。
出
張
地
誠
の
憤
大
・
回
数
の
増
加
が
そ
の
範
園
・
程
度
に
膳
じ
て
小
寅
庖
へ
の
影
響
に
深
刻
化
を
驚
ら
す
事
は

一
五
ふ
迄
も
な
い
円
。
然
し
最
も
注
目
す
べ
き
は
出
張
販
責
の
取
扱
商
品
誼
に
意
義
の
麓
還
で
あ
る
。
出
張
販
買
が
高

級
呉
服
類
を
そ
の
唯
一
の
取
扱
品
と
し

.
f
l
ク
宣
侍
的
意
味
を
も
っ
て
行
は
れ
た
時
代
に
於
て
は
、
一
一
般
大
衆

の
胸
に
は
た
Y
百
貨
庄
の
マ

1
ク
に
封
す
る
憧
憶
と
信
用
い
か
植
え
つ
け
ら
れ
た
の
み
で
‘
出
張
販
貰
が
一
般
大
衆

へ
の
現
買
な
具
韓
的
封
象
と
な
っ
て
表
は
れ
る
事
は
な
か
っ
た
。
勿
論
こ
の
時
代
に
於
て
も
、
百
貨
底
の
真
上

出
張
販
責
よ
り
見
た
る
百
貨
底
封
小
費
広
白
抗
争

第
四
陣
取

五

第
三
十
七
巻

五
六
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出
張
販
責
よ
り
見
た
る
百
貨
届
封
小
費
庖
白
抗
争

高
は
相
営
に
昇
っ
た
と
云
は
れ
て
居
る
が
、
有
閑
階
殺
の
虚
栄
心
を
満
足
さ
せ
る
の
み
で
、
中
産
階
粧
を
目
標
と

第
三
十
七
巻

第
四
披

占

ノ、

五
六
四

す
る
多
数
地
方
中
小
小
責
庖
に
取
っ
て
は
殆
ん
ど
無
関
心
な
事
件
に
過
ぎ
な
か
っ
に
。
然
し
、
何
日
迄
も
こ
の
安

定
情
態
は
績
か
な
か
っ
た
。
震
災
後
の
百
貨
底
の
管
業
政
策
の
麓
晶
は
出
張
販
買
に
於
て
も

7
1
グ
宜
侍
的
意
味

か
ら
直
接

7
1
ク
利
用
的
意
味
を
持
つ
に
至
h
ノ
、
中
央
の
寅
薦
h
ノ
品
乃
宝
特
製
廉
債
品
的
地
方
へ
の
疏
出
を
も
に

ら
す
や
、
中
産
階
級
に
と
っ
て
も
出
張
販
頁
は
車
な
る
抽
象
的
憧
慢
で
は
な
(
、
現
質
的
問
題
と
な
っ
て
表
は
れ

τ来
7
0
斡
r
ト
現
牝
枇
曾
じ
於
日
L

刊
、
或
意
味
で
は
被
腔
池
階
級
と
し
て
極
め
て
不
愉
快
な
日
取
一
誠
一
し

τ居
る
地

方
中
産
階
級
以
下
の
も
の
に
と
っ
て
は
、
竿
過
渡
期
的
な
情
質
的
評
岡
田
の
も
と
仁
、
地
方
小
責
庇
ぞ
訪
れ
る
よ
り

百
貨
庖
の
華
麗
な
庚
告
・
卒
等
な
サ

1
グ
ィ
ス
に
引
付
け
ら
れ
る
の
は
必
然
的
な
欲
求
で
あ
る
。
然
し
こ
れ

メ
心、は

今
迄
中
産
階
級
を
目
標

t
し
て
立
っ
て
来
七
地
方
小
頁
応
に
と
っ
て
は
極
め
て
脅
威
的
な
一
事
買
で
あ
る
。

勿
論
地
方
小
寅
居
も
出
張
販
責
に
封
抗
の
意
味
に
於
て
諸
種
の
顧
客
誘
引
策
を
構
令
る
。
然
し
販
貰
戦
術
に
於

て
は
大
丸
重
役
の
所
帯
世
界
一
と
韓
せ
ら
る
〉
現
代
我
闘
の
百
貨
底
に
劃
し
て
は
、
熟
練
の
上
に
於
て
も
、
そ
の
費

一
方
地
域
の
狭
小
な
事
、
地
方
民
の
卒
生
の
刺
戟
の
少
い
事
、
そ
し
て
刺

金
の
上
に
於
て
も
到
底
敵
で
は
な
い
。

戟
へ
の
欲
求
は
百
貨
庖
の

7
1
ク
に
封
す
る
憧
僚
と
相
待
っ
て
百
貨
庖
の
贋
告
す
1
グ
ィ
ス
を
極
め
て
有
効
な
ら

し
む
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
勤
に
小
貰
庖
の
第
一
歩
の
敗
北
が
あ
る
。
一
元
来
地
方
小
責
府
の
顧
客
誘
引
術
は
概
し

て
情
質
的
で
あ
り
、
人
格
的
で
あ
り
、
百
貨
屈
の
そ
れ
は
資
本
主
義
的
で
あ
り
、
非
人
格
的
で
あ
ち
、
物
質
的
で

あ
る
。
尤
も
最
有
効
な
る
庚
告
す

1
グ
イ
ス
は
、
人
蛇
に
商
品
白
檀
を
媒
憧
と
せ
る
も
の
で
あ
る
事
は
云
ふ
迄
も
勧
貨底以上だとも云はれて居る。(東洋締古書新報(5I 3.~政 56頁jた Y産業組合のも
う特殊意義のため百貨底封小責底白問題の如(、批舎内に喧侍され非難され
ないまで Yある n

7) 下関商工曾議所調、調査と研究(第一巻第五競)下駒市に於ける出張販責は京
都高島屋が明治四十三年に来たのが最初であるがi常時に於ても一回由貿上
高は三高国乃至四高固に達したが、主として呉服中心であり、その購買暦も



な
い
パ
町
、
近
時
地
方
都
市
へ
の
資
本
主
義
の
進
出
は
か
〉
る
直
接
的
原
始
的
な
庚
告
す

1
グ
ィ
ス
の
み
で
は
彼
等

地
方
民
を
満
足
せ
し
む
る
に
至
ら
な
く
な
っ
て
来
た
。
私
は
小
責
唐
の
商
品
が
賞
質
的
に
百
貨
唐
の
そ
れ
に
劣
る

と
い
ふ
よ
り
も
、
寧
ろ
こ
の
顧
客
吸
引
策
上
に
於
け
る
小
責
底
の
百
貨
庖
に
却
す
る
敗
北
が
、

そ
の
顧
客
の
大
多

敷
金
百
貨
唐
に
奪
は
る
〉
に
至
っ
た
大
き
な
原
困
で
あ
る

k
思
ふ
。

こ
れ
に
闘
す
る
調
査
の
結
果
に
就
て
は
、
後
日
油
べ
る
機
曾
が
あ
る
と
恩
ふ
が
、
百
貨
応
の
出
張
版
賞
に
於
て
取
扱
み
商
品
の
特
徴
は
必
ず
し

も
斬
新
廉
慣
に
求
め
る
事
は
出
来
な
い
。
近
時
ス
ト
ッ
ク
所
分
的
意
義
白
濃
厚
化
白
結
果
は
多
少
地
方
小
費
庖
の
そ
れ
に
比
し
て
廉
債
か
も
知
れ

た
い
が
、
こ
れ
も
他
的
貼
を
考
慮
に
入
れ
て
見
る
時
は
資
質
的
に
は
必
ず
し
も
然
b
ず
地
方
民
が
百
貨
唐
の
出
胸
骨
サ

I
rイ
ス
に
吸
引
さ
れ
る
事

の
よ
り
多
い
事
情
は
各
地
の
問
答
の
物
語
品
所
に
よ
っ
て
も
容
易
に
知
ら
る
当
所
で
あ
る
。
然
し
一
一
回
彼
等
も
冷
静
と
な
る
に
従
ひ
、
川
い
こ
の
康

1

・

J
L
L
1
t
f
t
配。ロ
}

H
凶

I
F
M
A命
事

以

FWLえ
宝
F
1
f事
事
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L
b
p
ト
コ
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、
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円
M
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、
!
，
a
A一一疋一
E
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L
E
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M
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p
a
-
F
E
E
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d

J

、
1
?
r

、
F
L
Z
E

告
サ

l
ウ
イ
パ
の
酔
HFPは
前
日
町
配

E
b
r
d
t
J
'
勺

a害
f
z
n
u
ヌ
E
E
で

j
斗

4
4
3
b
k
p
!
E
H
自
由
重
油
持
叶
官
官
出
h
M
n
有
毛
川
市
l

刊

4
1
4重
足

D

中
に
も
か
ふ
る
顧
客
吸
引
策
を
民
似
る
も
の
も
或
は
れ
、
か
ふ
る
吸
引
策
が
必
ず
し
も
特
異
性
の
も
の
で
な
〈
な
る
に
従
ひ
、
漸
4
1
地
方
氏
の

関
心
を
引
か
ぎ
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
現
に
出
張
版
責
の
買
上
は
、
二
回
目
か

b
は
激
減
し
た
と
答
へ
た
都
市
も
あ
る
〈
愛
媛
勝
八
幡
演
町
三
か

〈
て
出
張
販
責
に
封
ナ
る
地
方
の
態
度
は
歎
迎
|
|
無
閥
心
|
|
排
訴
と
推
移
す
べ
き
も
白
で
あ
る
が
、
こ
の
駄
に
閲
し
て
は
稿
を
夏
め
て
述
べ

る
事
に
し
よ
う
。
兎
に
角
現
在
の
所
で
は
百
貨
腐
の
康
骨
サ
1
グ
イ
ス
は
角
地
方
氏
に
と
っ
て
大
き
な
魅
惑
た
る
を
失
は
な
い
。

今
百
貨
庖
の
出
張
中
に
用
ふ
る
贋
告
方
誌
を
二
、
三
の
商
庖
の
回
答
に
よ
り
見
れ
ば
左
記
の
如
〈
で
あ
っ
て
、

今
日
向
人
格
的
名
惑
を
止
め
る
色
の
は
た
Y
宅
名
庚
告
の
み
で
あ
る
が
、
か
〉
る
非
人
格
的
誘
引
法
は
従
来
情
質

的
重
魅
の
も
と
に
あ
っ
た
地
方
民
に
と
っ
て
は
第
一
の
魅
惑
で
あ
る
J

東
京
三
越

l
l新
聞
贋
告
、
チ
ラ
シ
、
宛
名
康
昔
、
東
京
白
木
屋
、
|
|
新
聞
康
昔
、
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
、
宛
名
康
昔
、
旗
康
昔
、
来
西

屋
、
東
京
高
島
屋

1
1チ
ヲ
ス
、

2
宛
名
康
昔
、
&
ポ
ス
タ
ー
、

4
旗
康
昔
、

5
新
聞
景
品
百
、
仏
東
西
屋
(
頻
繁
に
使
用
す
る
事
)
。
京
都
丸
吻

|
|
新
聞
康
管
、
ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ

U
、
宛
名
康
告
、
旗
康
告
、
楽
隊
、
塔
乗
犠
装
自
働
車
、
煙
火
、
活
動
馬
民
、
立
看
板
。

出
張
販
費
よ
り
見
た
る
百
貨
底
野
小
責
底
白
抗
争

第
凶
披

第
一
一
一
十
七
巻

五
六
五

士

中流以上回家庭であって影響白範閏も君臨〈、一般に注意を悲〈事も少なかっ
たといふ。
松岡1賢三著、デパートメントストア、九三頁以下
W. So-mbal't， a. 3. o. S・78-80
E. Neal， Retailing and the pllblic， p. J <)・
ヱコノ君スト、第十年第十六故。

8) 



出
比
問
販
資
よ
り
見
た
る
百
貨
広
封
小
資
広
の
抗
争

i¥. 

五
六
六

第
四
蹴

第
三
十
七
巻

景
品
責
出
し
、
特
償
販
貰
、
無
料
配
達
等
の
如
き
物
質
的
ナ
1
グ
ィ
ス
は
、
一
面
艦
梼
的
に
窮
乏
化
し
、
精
神

的
に
資
本
主
義
化
し
て
来
た
地
方
民
に
と
っ
て
は
第
二
の
魅
惑
で
あ
る
。
特
に
所
謂
百
貨
届
の
岡
政
策
は
百
貨
屈

の
打
撃
e

伊
二
般
化
す
る
に
非
常
に
役
立
っ
た
。
而
も
か
〉
る
庚
告
サ

1
グ
ィ
ス
は
資
金
の
少
い
今
日
の
地
方
中
小

小
貸
庖
に
と
っ
て
は
到
底
追
従
を
許
さ
れ
ぬ
所
で
あ
る
。

東
京
=
一
越
1
1
1
時
償
版
賞
、
無
料
脱
雫
掛
費
、
東
京
白
木
屋
1

1
特
償
版
費
、
掛
賢
、
東
京
高
島
屋

i
特
使
販
賞
、
景
日
叩
販
賞
、
京
都
丸

物
|
l
i
特
償
阪
出
血
・
布
料
問
述
、
掛
賢
、
M

怖
感
(
む
柏
町
道
)
|
|
特
侠
紋
賞
、
無
料
配
述
、
依
物
。

か
〈
て
宣
儒
+
ノ

1
グ
ィ
ス
に
地
方
民
の
関
心
を
十
分
握
つ
七
百
貨
庖
が
小
貰
府
に
封
し
て
打
撃
的
な
責
上
上
の

効
果
を
見
る
事
は
必
然
の
結
果
で
あ
る
。
而
も
そ
の
買
上
の
多
く
は
原
則
と
し
て
現
金
掛
が
採
用
さ
れ
て
居
る
闘

係
上
、
け
い
こ
血
小
貫
庖
の
勝
来
の
可
能
的
責
上
に
影
響
す
る
と
共
に
、
~
い
他
面
慨
に
販
貰
を
終
っ
た
過
去
の
責
上

代
金
回
牧
「
い
も
多
大
の
困
難
が
も
た
ら
き
れ
る
の
で
あ
る
。

究
の
表
は
各
都
市
官
属
の
推
定
に
よ
る
一
出
張
の
推
定
責
上
高
に
就
て
見
た
も
の
で
あ
る
が
、
大
韓
人
口
十
高

以
上
の
都
市
に
於
て
は
一
回
三
高
回
以
上
、
少
〈
も
一
高
回
以
上
の
買
上
を
み
、
十
高

l
l五
高
の
都
市
に
於
て

は
、
三
高
固
か
ら
五
千
園
、
五
高
|
|
二
高
の
都
市
で
一
高
固
よ
り
一
千
園
、
人
口
二
寓
以
下
の
都
市
に
於
て
も

二
千
五
百
固
か
ら
五
百
回
以
上
の
貰
上
を
見
て
居
る
服
態
で
、
か
う
る
状
況
の
も
と
に
於
て
年
数
回
の
(
経
済
論
叢

と第

T2 
盆案
増最
大第
さ杢
れ墓
る l照

事面
主張
iふ lこ

え旦
勿百

整官
張屯
販方
貰小
は膏

勢京
購前
零撃
.JJ は;
の、

づ、反
怯苦肘

る蓮
雫動
多反
数封
地宣
域侍
への
の経
贋費
告の
宣増
停加

W. Sombart， a. a. O. S. 81-85. 
Nystrom， Economics of Retailing 1]1 p目 485
W. S皿bal-t，a. a. O. S' 81， 82. 
山田忍三着、百貨腐緩瞥と小賞品、 189-19'頁
i五.瓦ITlmet， -Departineili-Stores -p. 13， Neal， ibid. p. 19 
Nystrom， ibid， p. 523. 

12) 
13) 
14) 
15) 
16) 



一五 五

星都市型殴
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の
経
費
、
運
賃
、
滞
在
費
、
商

品
の
損
傷
費
、
曾
場
料
、
電
燈

料
等
の
た
め
百
貨
底
に
と
っ
て

色
必
や
し
も
有
利
な
も
の
で
は

な
〈
、
そ
の
貰
行
の
如
き
-
也
、

買
出
し
商
品
の
四
。
五
割
に
過

宮
ぬ
有
様
で
あ
っ
て

(
乙
の
勤
に

l
i
-
-
l
S
I
Z
-
-
L
I
E
-
J
 

間
同

4
7
苦
調
官

ι
#罪
ι
制
E

K
司
E
可

営
事
者
正
し
て
の
小
林
八
百
吉

氏
ー
も
出
張
販
責
は
刺
盆
は
あ
る

事
は
あ
る
が
、

本
庶
の
そ
れ
に
比
す
れ
ば
少
い
事
は
避
れ
ぬ
回
日
を
述
べ
て
居
ら
れ
る
。

〈
東
祥
経
湾
新
報
一
五
一
三
披
V

然
し
百
貨
底
に
有
利
で
な
い
事
は
決
し
て
小
責
庖
の
打
撃
の
少
い
事
を
物
語
る
も
の
で
は
な
い
。

以
下
私
は
百

Alfled marshallは法外な大農告の生it:枇曾的涙賀として、己申『法外なる大
農告のために小資本家にして十分社曾を稗宿するに足る貰力あるもの'.
告が人目をiまかず無効に蹄する』と j を歎じて居るが、資金の小なる今日の
小責庖と百貨盾白関係D あbゆる方面iに趨用しで考へでも非常に興味のあ
る言葉なりと思ふ。 (Indu':J.trynnd trade 【920佐原貴臣氏棒、378頁〉
以下回統計的数字は昨年八月全園田人口八一i・以上白各都市官廊に就てなし

貨
庖
の
進
出
に
よ
る
小
責
底
の
打
撃
世
に
そ
の
程
度
の
最
近
に
於
け
る
麓
化
の
扶
況
に
就
い
て
考
察
し
て
見
に
い
。

山
内
先
づ
木
問
題
を
地
方
都
市
白
大
小
と
の
関
聯
に
於
て
見
る
。
山
地
方
都
市
の
百
貨
腐
の
出
張
に
よ
る
打
撃
白
程
度
に
就
い
で
は
甚
大
、
大
、
申

小
、
僅
小
の
五
程
度
に
分
ち
、
昭
和
七
年
八
月
現
在
の
獄
叫
に
就
で
各
都
市
官
隠
の
回
答
を
求
め
た
と
こ
ろ
左
白
知
〈
で
あ
っ
た
。

人
口
十
蔦
以

上

二
高
以
下

寓
以
よ

十
島
以
下
五

高
以
上

五
禽
以
下

高
以
上

出
張
販
寅
よ
り
見
た
る
百
貨
底
封
小
責
腐
の
抗
争

第
三
十
七
巻

一
高
以
下
八

千
以
上

言十

五
六
七

第
四
披

九

17) 

18) 



出
張
版
責
よ
り
見
た
る
百
貨
盾
封
小
賓
底
白
抗
争

第
三
十
七
巻

甚
大
ム
」
容
へ
し
も
の

大
と
佐
官
~
し
も
。

中
と
答
「
し
も
の

小
と
答
へ
し
も
の

僅
小
と
答
へ
し
も
の

回
答
都
市
敷

九

四

A -ー

ムノ、

ヨ王豆E

八.

世可

A 

戸、

~­p、

五一

七

六
六

i¥. 
A 

五
六
八

第
四
時
抗

O 八、A 五
O 一

四
九

尤
も
そ
の
程
度
如
何
は
回
答
官
聴
の
見
解
如
何
に
左
右
さ
れ
J

必
ず
し
も
殿
密
な
意
味
に
於
け
る
客
観
性
を
期
待
す
る
世
帯
は
困
難
で
あ
る
が
、

一
際
と
の
同
容
に
依
っ
て
見
る
時
、
我
山
守
は
弐
的
事
賞
を
知
る
イ
一
拡
大
と
答
ヘ
し
も
の
は
人
口
十
時
以
上
位
亡
九
1
f
見
孔
ド

5
白河正

t
、
五

Z

J
i
d
-
-
J
J
-
E司

a
r
-
-
5
p

白
下
二
階
以
よ
め
諸
都
布
に
が
て
は
相
封
的
に
最
も
多
〈
、
二
高
以
下
町
都
市
に
於
て
は
有
撃
の
稜
度
i

大
一
白
程
度
の
も
白
が
最
も
多
い
。
吋
概

L
で
人
口
五
鳶
以
上
町
都
市
に
於
て
は
釘
取
1
拡
大
L
乃
出
品
「
大
」
め
割
問
度
の
も
の
の
剛
舎
総
鍛
に
時
間
す
る
割
舎
が
非
常
に
多
い
。
(

也
拭
骨
曹
は
以
上
民
事
賞
を
、
本
総
第
一
一
一
十
大
念
第
六
時
甑
凱
諭
第
五
衰
の
都
市
的
大
小
と
肉
強
阿
般
に
就
て
白
調
査
白
結
果
と
照
令
し
て
見
る
と

春
、
非
常
に
興
味
が
あ
る
と
思
ふ
。

ζ

れ
に
よ
れ
ば
、
人
口
十
模
以
上
(
一
都
市
平
均
年
五
・
六
回
)
人
口
十
高

l
l五
高
〈
穴
・
四
)
五
寓
1
1
t
一一高

(
一
了
四
大
)
ニ
蔦
ー
ー
ー
一
禽
(
て
八
)
一
高
|

l
八
千
(
一
・
七
七
)
で
あ
っ
て
、
人
口
十
寓
以
下
五
禽
以
上
白
都
市
が
出
張
回
薮
最
も
多
〈
、
人
口
十

禽
以
上
、
五
高
以
下
二
島
以
上
こ
れ
に
績
い
て
居
り
、
二
高
以
下
一
高
以
上
、
一
高
以
下
八
千
以
上
の
都
市
は
回
数
的
に
出
援
を
う
け
る
事
最
も

少
い
が
、
打
撃
の
程
度
に
射
す
る
各
都
市
町
田
容
は
‘
こ
の
事
賓
の
反
面
を
物
語
ワ
で
居
る
の
で
あ
る
。

内
問
攻
に
有
撃
程
度
の
最
近
(
昭
和
七
年
八
月
)
に
於
け
る
傾
向
に
就
で
丸
る
。

人
口
十
高
以

上

十
高
以
下
五

高
以
上

五
議
以
下

高
以
上

二
島
以
下

高
以
上

深
刻
化
せ
り
と
容
へ
し
も
白

鑓
切
な
し
と
答
へ
し
も
の

緩
和
せ

p
と
容
へ
し
も
の

答

市

七

一一一一

四

九

丹、

i¥. 

二
九

ノ、-
六五

五 O

一
七

[司

都

毅

八
A 

以
上
空
設
に
よ
り
我
等
は
次
の
事
を
知
る
。
げ
打
撃
の
程
度
は
近
時
一
般
に
深
刻
化
せ
る
こ
と
は
各
都
市
と
も
に
相
等
し
。

九
四五.五i九

一
禽
以
下
八

千
以
上

一一九七

百十

一
ー
ム，、

五
O 

七

{:) 

札可

:九
夏
f~ 

たる調査の誼果に華〈も白であって、その形式は揮済論議、第三+六巻第宍
競、拙稿の附録に掲げた雛形を参照されたい
前田仲子氏、百貨庖白出張販費〈商庖界昭和七今臨時i昔刊)19) 
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出
張
販
資
上
り
見
た
る
百
貨
底
封
小
賢
官
抽
の
抗
争

第
三
十
七
巻

五
七

O

第
問
務

一
一一

長
岡
地
方
な
り
)
、
漸
次
近
接
時
市
に
及
ぶ
べ
き
も

の
で
あ
る
と
の
理
論
の
反
国
を
或
意
味
で
は
打
撃
白
方
よ
り
-
暴
書
せ
る
も
の
と
し
で
大
に
意
義
あ
る
所
と
思
ふ
。
か
く
て
悲
は
又
出
張
販
費
は
有

撃
に
就
い
て
も
先
づ
中
央
都
市
よ
り
比
較
的
迂
遠
な
都
市
号
車
、
の
深
刻
化
が
初
ま
つ
一
て
、
不
咽
叫
白
進
行
と
共
に
、
順
攻
百
貨
同
泊
所
在
地
方
に
及
ぶ

も
の
な

P
と
白
一
の
貸
誼
を
得
た
。

賞
際
に
づ
い
て
見
て
も
、
東
京
三
越
、

東
京
高
島
屋
町
最
初
数
年
間
の
出
張
仕
全
て
新
潟
、

以
上
仁
於
て
在
は
、

尤
も
乙
れ
は
必
A
V
し
も
厳
符
な
客
観
性
を
も
っ
七
も
の
で
は
な
い
に
せ
よ
、

兎
に
角
一
路

百
貨
庖
の
出
張
販
貰
に
よ
る
同
地
方
都
市
の
打
撃
の
程
度
、

誼
に
怖
そ
の
最
近
の
傾
向
に
就
て
考
察
し
た
。

勿
言命

それは百貨底を真似て一一止むを得ぎる真似一一茨城脇土浦ならば、江戸時
、北{際、谷田郎、水戸ならば湊、磯崎、石振といっモ隣接地の小町付陀進出
して廉責ヂーを始めた事である。 だから東京百貨j苫白地方選出は地方の隅
か b隅まで大中小商腐を脅宇かして来たと云はねばな b向。，ll(東京朝日新
聞、昭和七年七月サ四日)
百貨庖白かふる販貰策へ白抗争手段として小資r，:WIPUより百貨底の持参商品

出
張
駅
東
が
八
1

日
向
季
節
品
、

特
に
呉
服
類
を
中
心
と
し
て
行
は
る
も
の
な
る
事
は
曾
て
越
べ
た
所
で
あ
る
が
、
ハ
け
近
時
出
張
販
責
の
滞
貨
所
分

的
意
義
の
濃
厚
化
作
販
寅
増
進
策

(ω
と
2
3
6
5
0同一
c=)
と
し
て
の
岡
品
使
用
の
増
加
の
結
果
は
、
一
面
出
張
販

買
を
時
間
的
に
常
時
化
す
る
と
共
に
、

多
〈
用
ひ
ら
る
〉
足
袋
、

)

、

f
:
f
:
・-
r
z
)
i
f
-
-

こ
江
打
撃
は
そ
ら
叩
る
凋
猿
d
.
4
事
足
に
守
笥
沈
潜
同
府
に
P
P
J
4
L
U
-
-
G
I
L
L

石
鹸
、

第
三
表

他
面
そ
の
打
撃
を
一
般
化
す
る
に
至
っ
た
。

こ
の
場
合
図
ロ
聞
と
し
て
最
も

傘

下
駄
等
の
日
用
雑
貨
底
の
受
け
る
打
撃
は
特
に
大
き
も
の
が
あ
る
。

小
寅
庖
別
に
見
た
る
打
撃
の
扶
乱

呉

服

盾

一
般
雑
貨
底

洋

品

広

小
r

聞
物
腐

食

糧

広

人
口
十
禽
以
上

、Ea
E
S
E
t
t

，『E
E
'
B
E

，，

打

撃

打
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第

一

位

第
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位
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七

二

二

大

三五四

十
寓
以
下
五
蔦
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上
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.......... EE
，，EEE-----a
・圃E
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打
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打
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一
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一
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六

一

一

-

L

E
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コ
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一
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一
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昭
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年
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月
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二
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E
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1
'
l
J
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不

明

回
答
都
市
毅

一一一
六
凹

一一一
t

、ぃ、，
ノ
J

ノ

三四

O 

O 一
二九

九

九

六
四

八
六

以
上
は
出
張
販
買
の
直
接
的
打
撃
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
間
接
的
に
見
て
も
反
抗
運
動
の
七
め
の
経
費
、
消
費
者
の

批
判
力
の
養
生
よ
り
地
方
小
貰
庖
へ
の
不
満
の
畿
生
、
集
合
率
に
及
ぽ
す
影
響
色
忘
れ
で
は
な
ら
な
い
。
然
し
一

面
出
張
販
買
が
地
方
民
の
者
修
的
欲
望
台
増
加
し
出
張
ぞ
機
曾
に
百
貨
底
の
責
上
品
の
附
麗
品
の
責
上
増
・
肱
ゲ
来

し
、
小
責
唐
聞
の
園
結
蓮
絡
の
後
生
、
新
販
買
術
の
習
得
等
の
百
貨
底
の
好
ま
し
き
影
響
も
見
逃
し
て
は
な
ら
ん
止
。

一
品
、
百
貨
島
出
掛
蹴
曲
賞
F
h

劃
す
山
小
茸
脂
の
批
事
部
態

[
[
f
}
l
i
-
-
f
i
l
-
-

、

-

‘

:
l
l
l
-
-
l
:
-

E
鷲
足

σEdH知
山
川
漬
か
湖
市
に
水
け
る
同
首
府
選
剰
¢
結
果
'
Yて

wfk 

ほ|
半年
;釘

事-
'11守

殺'
J重
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-
1
4
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C
ル
H
L
P

地
方
小
買
底
へ
の
影
響
の
少
か
ら
ぎ
り
し
こ
と
は
既
遁
の
如
く
で
あ
る
。
百
貨
庄
の
出
張
販
買
は
明
治
年
間
に
ぞ

の
起
源
を
求
め
る
事
が
出
来
ス
ア
従
っ
て
小
貰
底
の
反
封
運
動
も
亦
明
治
年
間
に
そ
の
抱
芽
を
も
っ
て
ゐ
る
荷
へ

ば
弘
前
市
の
加
者
は
明
治
時
代
院
に
曾
場
拒
絶
を
行
ひ
し
こ
と
あ
り
と
一
宇
中
。
)
の
で
め
る
が
、
出
張
販
買
が
そ
の
目
的
、
範
園
に
於

て
、
そ
の
意
義
に
於
て
、
取
扱
商
品
に
於
て
、
重
大
な
撞
革
を
来
し
、
小
責
底
へ
の
影
響
を
加
速
度
化
し
た
の
は

震
災
以
後
の
事
で
あ
り
、
之
に
謂
す
る
抗
争
乃
至
反
調
運
動
も
営
然
こ
の
時
よ
り
一
般
化
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
罪
で
あ

る
。
然
し
事
質
上
は
小
責
底
相
互
間
の
無
統
制
と
競
争
意
識
の
強
か
っ
た
事
は
出
張
販
買
に
罰
す
る
反
封
を
頴
著

な
る
表
面
的
な
一
の
運
動
・
と
し
て
表
は
れ
し
め
た
の
は
大
正
十
五
年
以
降
、
特
に
令
融
恐
慌
以
後
の
事
で
あ
る
左

云
ふ
事
が
出
来
る
。
特
に
最
近
の
不
景
気
の
小
貰
底
へ
の
彰
響
は
出
張
回
数
の
増
加
と
相
待
っ
て
盆
i
百
貨
底
へ

品
提
版
費
よ
り
見
た
る
百
貨
府
封
小
責
底
の
抗
争

第
三
十
七
巻

第
四
時
現

五

七

一
一

中に於て廉債品回品と目せらるも白を買占めて大きな打撃を奥へてゐる所
もある。{例へば上田市)
百貨I;!I白出張と同時に行はる L 同時費E尚 I~、路傍費出しが百貨底への調抗
白意味上りも寧ろ小賓腐の直接費上士骨量目乃 :I~はストッタ所分白意味をもう
で行はれて居る所もある。(三重県長官守口1町)

24) J. Hi四 ch，a. a. O. S. 65・ Cuhen.Hf・USS，::L. :l. o. S. 114， 115・

23) 



出
張
販
責
よ
り
見
た
る
百
貨
庖
封
小
責
腐
の
抗
争

第
三
十
七
巻

五
七

一
二
四

の
民
戚
を
刺
戟
し
、
各
地
小
貫
庖
の
個
別
的
反
劃
乃
宝
仙
鵬
瞳
的
の
根
強
よ
い
固
韓
蓮
動
'
と
な
っ
て
表
は
れ
円
、
昭
和

七
年
八
月
ま
で
の
状
態
で
は
私
の
調
査
に
依
れ
ば
こ
の
髄
に
就
て
回
答
せ
る
人
口
八
千
以
上
の
都
市
二
百
四
十
問

中
一
七
六
、
郎
ち
七
二

μ
は
今
迄
に
何
等
か
の
形
に
於
て
反
封
を
行
ひ
し
有
様
で
あ
る
。
尤
も
こ
の
外
、
向
従
来

こ
れ
に
到
し
抗
骨
念
行
ひ
し
も
効
果
の
上
よ
旬
、
粧
費
の
闘
係
よ
り
、
或
は
百
貨
腐
と
の
妥
協
の
成
立
に
よ
り
、

今
日
で
ほ
之
を
行
は
古
る
も
の
も
あ
り
、
全
然
反
劉
的
態
度
を
と
ら

5
る
も
の
も
必
十
し
も
影
響
を
戚
ぜ
な
か
っ

に
群
で
は
は
〈
与
乙
れ
む
吟
味
す
る
に
、
間
そ
の
地
方
の
特
種
事
情
例
ハ
ぱ
浦
和
の
如
意
サ
ュ
ノ
?
!
?
ン
都
市
、

そ
の
他
百
貨
府
と
の
特
種
開
係
、
例
へ
ば
桐
生
市
の
如
き
機
業
地
、
若
松
市
の
漆
器
の
如
き
百
貨
庇
と
の
取
引
関

係
に
め
る
も
の
に
於
て
は
、
公
然
反
調
的
態
度
を
と
り
得
。
さ
る
が
如
き
、
ゆ
百
貨
底
の
打
撃
が
必
十
し
も
全
て
の

小
責
庖
に
平
等
な
ら

5
る
よ
り
、
小
貫
居
間
に
於
け
る
統
制
を
と
り
共
同
運
動
を
行
ひ
得
ぎ
る
が
如
き
、
民
勢
運

動
へ
の
開
心
は
持
ち
な
ザ
ら
も
内
部
的
情
勢
が
之
を
許
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
品
開
打
撃
の
少
い
矯
反
封
hv-
潟

3
y

る
も
の
は
極
め
で
少
い
っ

勿
論
こ
の
民
封
運
動
の
中
に
も
反
封
封
象
た
る
百
貨
底
へ
闘
守
的
意
味
に
於
て
直
間
接
に
働
き
か
け
る
事
に
よ

り
て
所
期
の
目
的
を
達
せ
ん
と
す
る
積
極
的
反
封
蓮
動
の
形
態
と
、
出
張
販
責
に
封
し
て
否
定
的
封
度
を
と
る
も

百
貨
底
又
は
消
費
者
側
と
の
妥
協
又
は
理
解
に
よ
っ
て
所
期
の
目
的
を
達
せ
ん
と
す
る
消
極
的
反
劃
蓮
動
の
形
態

と
が
あ
る
。
左
は
昭
和
七
年
八
月
迄
に
於
て
各
都
市
に
於
て
と
ら
れ
た
る
小
貰
底
の
反
封
運
動
の
扶
況
で
あ
忍
。

第
四
表
出
張
販
賓
に
封
ナ
る
小
翼
席
の
反
濁
運
動
の
扶
況

第
四
務

凹

然

回

都
市
教

出路
し傍
責

れ行直
る魚接
もを主古
田と害

悪
宣
惇

そ
の
他

反
謝
せ

る
も
の

傍
観
せ

る
も
の

特
使
飯

貰

絶舎
場
拒

同
時
大

賞
出
し

常
局
へ

陳
情

百
貨
広

と
交
渉

拙稿、わが固に於ける百貨届出張目臣賞D 費展(ホ誌三十六君主第六盟主)
拙稿、前掲(本誌第三+宍倉第大協)
相原審氏、百貨膚封抗運動具、(商席界昭和七年明刊披旬、70買〉に於でも主
要なる都市 15・。聖書量んで尚張阪責に型せする反望号漣動の』伏流が橿めて簡単に
蓮べられて居る n 多'tの参考にならう。
例へば豊橋市の知毒従来抗宰を行ひし也却って百貨庇配人集をあふるのみ

25) 
26) 
27) 

28) 



一
高
以
下
八
千
以
上
四
一

二
高
以
下
一
高
以
上
一

O
二

五
高
以
下
ニ
高
以
上
六
五

十
高
以
下
五
高
以
上
三
五

人

口

十

高

以

上

二

一

計

二

四

四

八八六四八三

一 二三問二
九八四一四一

四四一

豆玉 二二一ー

三七九二 O 五

問

七 一一二
凶六凹九七八

ハ 一一一
八九三四九三

七ー三五七二
六二二一三八

七一三-
O 八四一九八

ーヒ

Q ー

九

八二二五六三

一
積
極
的
抗
争
形
憩

/'K 
と
、
間
接
に
他
の
カ
を
通
じ
て
働
き
か
け
る
場
合
と
が
あ
る
。
前
者
は
経
糟
的
抗
争
・
事
買
行
局
に
よ
る
抗
争
と

し
て
後
者
は
陳
情
の
形
式
に
於
て
、
政
治
的
力
一
の
後
勤
に
劉
す
る
被
求
と
な
っ
て
表
は
れ
る
場
合
が
多
い
。
前
者

こ
の
場
合
抗
争
主
韓
七
る
小
責
庖
が
、
直
接
抗
争
封
象
た
る
百
貨
庖
に
働
き
か
け
る
場
合

に
於
て
用
ひ
ら
る
〉
方
法
は
特
償
販
責
、
同
時
大
責
出
し
、
路
傍
責
出
し
等
の
百
貨
底
へ
の
顧
客
の
吸
引
に
よ
っ

て
経
持
的
の
打
撃
を
奥
へ
ん
と
し
、
又
投
石
、
暴
行
、
悪
口
等
の
直
接
管
業
妨
害
行
震
に
よ
る
抗
争
を
奉
げ
る
事

が
出
来
る
。
又
百
貨
底
の
仕
入
先
に
封
す
る
防
害
蓮
勤
を
な
し
て
居
る
所
も
あ
る
(
岸
和
田
市
)
。
後
者
は
曾
場
恒
絶
・

謀
枕
・
寄
附
金
の
問
題
と
な
っ
て
表
は
れ
る
。
直
接
抗
害
行
潟
は
戚
情
的
な
一
部
小
寅
庖
に
よ
っ
て
析
は
ろ
う
所

で
闇
瞳
的
反
調
蓮
動
と
し
て
は
鰹
漕
的
抗
争
が
主
で
あ
る
が
、
こ
れ
等
の
犠
牲
販
責
に
よ
る
反
封
蓮
動
色
、
貴
金

の
関
係
と
出
張
販
買
を
お
祭
化
す
る
地
方
民
へ
の
期
位
、
特
に
百
貨
底
の
影
響
が
必
十
し
も
一
般
的
に
非
ぎ
る
事

よ
り
京
市
る
経
費
分
配
の
季
、
小
貫
底
組
合
内
に
於
け
る
大
商
人
と
小
商
人
の
封
立
よ
h
来
る
小
責
底
間
の
不
統
制

は
そ
の
効
果
を
し
て
失
敗
に
移
り
し
め
る
事
が
多
い
。
か
、
〉
久
内
勤
に
閲
す
る
小
責
庖
の
自
覚
は
必
然
的
に
乙
の
一

出
張
収
資
よ
り
見
た
る
百
貨
庖
野
小
費
腐
の
抗
争

第
四
時
職

第
三
十
七
巻

五
七
三

li 

にで効果タ曹により甲府市の知事経費の関係上上り鎌倉町の知奇紳士協約
四成立に上り近時之を行はぎりしが主fI奇この 例である。
東洋経済新報、 '51.1披.56賞。
例へば沼津市の主Uiき小責腐相互間の経費目玉1・措並に大商人小商人間白争に
より十分自反抗をなし得ざる主日し。
栃木勝異岡町四加曹は非常に興味ある地方と云ふ事が出来る。 同地の商人

29) 
30) 

31) 



出
張
版
責
よ
り
凡
た
る
百
貨
庇
封
小
責
底
の
抗
争

第
三
十
七
巻

第
開
放

~ 
，~ 

五
七
四

時
的
劃
抗
運
動
に
代
ふ
る
に
季
節
貨
出
し
に
カ
を
注
ぐ
と
か
(
例
~
ば
沼
津
市
)
、
仙
憂
.
下
ノ
閥
等
に
見
る
如
〈
一
定

所
に
各
種
小
貰
庖
相
集
り
て
毎
月
一
定
期
日
の
廉
貰
舎
を
催
す
と
か
、
出
張
営
日
に
活
動
寝
具
券
，
(
例
へ
ば
山
口
蘇

防
府
町
)
観
戯
穿
・
遊
覧
券
(
例
へ
ば
和
歌
山
市
)
を
配
布
す
る
と
か
、
市
民
の
愛
郷
運
動
に
期
待
を
か
け
る
と
か
、

寧
ろ
隠
健
な
且
永
舗
的
な
反
劃
運
動
へ
の
傾
向
を
も
た
ら
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
共
に
間
接
的
反
封
運

動
、
特
に
地
方
蛍
局
者
の
カ
金
持
っ
て
所
期
の
目
的
を
建
せ
ん
と
す
る
運
動
は
、
各
地
別
乃
至
金
倒
的
意
味
に
於

で
い
計
一
時
最
b
一
刀
ぞ
性
一
か
れ
る
斯
と
な
っ
七
Q

齢
制
し
、
己
れ
を
地
方
別
ド
見
石
時
十
ト
ぱ
b

曾
場
拓
縄
問
題
臥
外
に
は

傍
り
成
功
し
な
か
っ
に
所
で
あ
る
。
百
貨
庖
の
出
張
販
貰
は
普
通
慣
習
的
に
人
の
集
令
す
る
所
、
即
ち
会
合
堂
・

戯
場
・
族
館
・
グ
ク
プ
・
寺
院
等
一
か
最
も
有
効
で
あ
り
、
特
に
公
舎
堂
は
そ
の
穣
威
的
意
味
に
於
て
最
も
よ
き
結
果

を
事
問
、
、
る
所

t
考
へ
ら
れ
、
小
責
居
の
蓮
動
は
こ
の
公
曾
堂
f

小
貸
奥
に
必
然
的
に
集
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
方
面

に
於
け
る
小
貫
庖
の
運
動
は
大
瞳
奏
功
し
、
公
舎
堂
貸
奥
日
数
誼
に
回
数
の
制
限
、
貸
奥
費
の
増
徴
乃
至
拒
絶
は

最
も
一
腰
1
行
は
る
〉
所
で
あ
九
。
近
時
百
貨
庖
の
出
張
販
責
は
戯
場
族
館
を
中
心
と
し
て
行
は
る
〉
が
、
族
館
に

於
て
は
そ
の
成
績
上
ら
争
、
小
責
底
側
も
こ
れ
等
の
場
合
建
物
主
に
封
す
る
交
渉
、
舎
場
の
前
借
り
等
に
よ
り
て

封
抗
す
る
事
一
か
出
来
る
。
然
し
こ
の
場
合
と
錐
も
百
貨
庖
も
亦
出
張
期
日
を
脇
し
、
或
は
他
人
名
義
に
よ
る
借
受

を
な
し
、
資
金
問
題
と
な
る
時
は
、
敗
北
は
小
貫
庖
側
に
あ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

..-;、
~・

出
張
販
賓
の
曾
都場
五市

一致宙
答
都
市
教

四
i¥. 
、-'

動

館

都
市
三歎

京
都
市
の
知
曹
は
三
選
白
出
張
は
仕
入
底
マ

堂

活

曾

は殆んE全て地主であっで皆小fi主料を皐げで彼撃の生活ーは主として之によ
P維持せられ商業白知奇は例令之を棲むも片手間什事であ?で従ヨて百貨
腐がこ白地方に出張するも全〈挟手傍観何等の反封運動もなさない主言」、
て真岡町役場よりの回答〉

32) 宥賀卓郎著。前掲、 126-127頁
33) Ny.trυm， -.Econolnic5 of Retailing VII. p. 12←148伽
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席屋院底自官プ場
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舎

館
商

品

陳

列

所

空

屋

市

場

事川町

L
L

唱
す
a

q

-

市
川
巾

そ

他

~LJ 

行
ふ
。
高
知
市
の
如
き
カ
フ
エ
ー
で
販
責
を

行
ふ
所
も
あ
れ
ば
、
弘
前
市
の
加
〈
商
工
曾

議
所
の
階
上
を
償
額
で
旦
み
附
し
て
ゐ
る
所
も

あ
る
。
小
賀
市
抽
の
封
抗
費
出
し
も
百
貨
応
、
と

同
一
茶
屋
で
同
時
に
行
は
れ
た
所
も
あ

p
、

(
高
岡
市
)
百
貨
腐
と
同
曾
場
で
夜
間
之
を
行

っ
た
所
も
あ
る
。
〈
山
形
勝
東
根
町
〉

ク

ヲ

ま王 二二

得個守料族

理

四

開

i~ 二二

人

家

v 

課
税
問
題
も
小
貰
底
の
カ
を
注
ぐ
所
で
あ
る
が
、

一
定
の
替
業
所
を
持
に
な
い
短
期
間
商
業
ぞ
品
川
す
み
も
の
ぞ

初
神

器
謀
者
と
し
て
課
税
し
符
る
や
否
や
は
一
般
仁
路
親
の
解
蒋
上
に
問
題
が
あ
ろ
所
で
あ
っ
て
、

尤
も
同
張
販
寅
続

ェ
λ
d
K
H
可
寸
り
寺
川
持
品
LPh

舟正式
-
r
l
f司
富
士
障
が
:
山
剛

』

d
J
I
P
J
4
(
4
1
1
J
I
-
-
t
t
F
E
-
-
L
f
込
「
町

1
U
'
a
ノ

ケ

千

九

一

」

日

h
I寸

b
主
雪
、
j
t
r
r
ρ
一

〉

ι・3
h

'

》，ヘ

AdF

剖

Z
t
H川
ι
L
1
L
引

L
一
司
M
u
m
4
8
主
J
4
6
1舟
q
d
Jト
ト

Z
d
t
J
4
r
F
a
Jぽ
Z
E
J

が
め
り
、
今
日
こ
れ
が
主
と
し
て
行
は
れ
て
居
る
の
は
放
順
市
挫
に
二
、
三
の
植
民
地
都
市
の
み
で
あ
る
航
態
で
、

こ
の
酷
百
貨
肢
は
法
規
上
極
め
て
有
利
な
地
位
に
あ
る
と
云
ふ
事
が
出
来
る
。
尤
色
こ
の
程
的
意
味
に
於
て
、
例

へ
ば
会
曾
堂
使
用
料
の
倍
額
徴
牧
、
市
町
村
へ
の
直
接
寄
附
の
要
求
の
如
き
が
行
は
れ
て
居
る
所
色
あ
る
。

岡
[11 

市
の
如
き
出
張
百
貨
庖
に
市
枇
曾
事
業
へ
の
寄
附
を
仰
い
で
居
る
が
如
き
、

商
工
曾
と
し
て
こ
の
要
求
を
行
っ
て

居
る
接
部
町
の
如
き
、

静
岡
牒
の
見
附
町
の
如
き
、

百
貨
屈
の
大
小
に
膳
じ
、

或
は
底
員
の
数
に
臆
じ
て
一
定
額

の
寄
附
を
要
求
し
て
居
る
。

例
へ
ば
綾
部
町
に
於
て
は
一
流
百
貨
庖
に
謝
し
て
は
一
回
百
園
乃
至
百
五
十
周
そ
れ
以
下
の
百
貨
底
に
費
し
て
も
一
回
三
ナ
図
乃
至
四
十
回

の
寄
附
を
匁
さ
し
め
て
品
川
る
。
静
岡
田
肺
見
附
町
に
於
て
は
一
日
一
広
一
園
、
使
用
人
一
名
に
就
奇
一
関
五
十
銭
。
寄
附
を
矯
き
し
め
、
そ
の
伐
り

曾
場
そ
の
他
の
便
宜
を
商
工
曾
で
輿
~
る
事
に
し
て
品
川
品
。
若
し
寄
附
音
符
さ
ピ
る
も
の
は
曾
場
ナ
ら
も
輿
へ
ら
れ
ず
非
常
に
困
惑
を
銭
さ
ね
ば

出
張
阪
高
且
よ
り
凡
た
る
百
貨
広
封
小
費
出
抽
白
抗
告
e

第
四
時
踊

七

第
三
十
七
巻

五
七
五

例へば町歌山市の知曹は市営崩に望号する小買底の運動奏効し、昭和三年以
来主主曾堂貸輿規樫を事事夏L百貨席に射しTI:!:貸輿回数をー底年主固に制慢
し、其の使用料金も約f害額近〈値上げナる事になった。 その後出張版費は
主として寺院、劇場、寄席、族館などで行はる.!.(，亡至ヮたといふ。(和歌山
商工曾議所白回答)
前田仲子氏、前掲論文、

34) 
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出
張
販
資
よ
り
見
た
る
百
貨
腐
謝
小
責
肩
め
抗
争

一
-
二

Z

3
4
L
Jノ

第
閥
抗

i¥. 

第
三
十
七
巻

な
ら
ね
と
。

こ
れ
を
要
す
る
に
資
金
の
関
係
よ
り
統
制
の
不
十
分
よ
り
小
責
底
の
粧
梼
上
に
於
げ
る
劃
抗
運
動
は
、
華
か
な

ぞ
し
て
最
も
多
〈
行
は
る
三
抗
争
形
態
な
る
に
係
は
ら
で
、
割
合
に
効
少
〈
、
最
近
の
傾
向
と
し
て
は
直
接
又
は

商
工
曾
議
所
、
商
工
舎
の
手
を
通
じ
て
、
市
町
嘗
局
の
援
助
を
求
め
乃
至
は
泊
極
的
永
麗
的
調
抗
運
動
へ
の
傾
を

も
た
ら
す
事
主
な
っ
た
。

二
消
極
的
抗
争
形
鵡
積
極
的
瓦
抗
運
動
の
一
義
に
百
賀
市

χ
は
消
費
者

tmw
安
脇
又
は
理
解
を
悲
醗
ー
し
て
本
問

題
を
解
決
せ
ん
と
す
る
小
責
底
の
動
き
も
見
逃
し
て
は
な
ら
ぬ
。
こ
れ
は
一
面
積
極
的
抗
争
へ
の
絶
望
の
逃
れ
道

で
あ
る
。
尤
も
出
張
販
責
に
劃
す
る
小
責
庖
の
抗
争
は
必
十
し
も
資
本
主
義
枇
舎
の
諸
原
理
の
理
解
の
色
と
に
な

国

す
意
識
的
反
封
蓮
動
で
は
な
い
。
資
本
主
義
政
官
展
の
事
買
よ
り
来
る
自
己
の
地
位
の
殆
務
へ
の
不
満
と
擁
護
の
掛
川

の
反
抗
で
あ
る
。
資
本
家
側
に
於
て
も
現
代
中
産
階
扱
が
彼
等
に
と
っ
て
の
重
要
意
義
を
十
分
認
識
し
て
居
る
凶

こ
〉
に
侵
入
者
と
被
侵
入
者
と
の
妥
協
の
隣
地
が
あ
る
ο

昭
和
六
年
五
月
三
越
九
州
巡
回
の
時
に
於
け
る
延
岡
町

の
如
き
、
同
年
六
月
大
阪
白
木
屋
の
山
陰
巡
回
の
時
に
於
け
名
島
根
牒
今
市
町
の
如
き
自
己
の
窮
賦
を
披
涯
し
て

の
百
貨
底
に
費
す
る
請
願
が
採
用
さ
れ
て
居
る
。
期
間
短
縮
蓮
動
に
成
功
し
て
居
る
例
も
あ
ふ
。
査
し
替
業
上
か

ら
見
て
も
百
貨
屈
は
小
責
届
の
反
抗
を
・
お
し
て
出
張
す
る
事
は
必
十
し
も
利
益
で
は
な
く
、
杏
出
張
販
責
そ
の
も

の
が
牧
盆
よ
り
も
他
庖
牽
制
策
と
し
て
行
は
る
〉
事
の
多
い
以
上
、
他
底
の
出
張
桓
絶
を
保
件
と
す
る
か
、
地
方

の
疲
弊
到
底
如
何
な
る
百
貨
底
も
出
張
の
徐
地
な
し
と
見
た
時
に
は
、
請
願
に
劃
す
る
底
諾
の
齢
地
は
蔑
さ
れ
て

茨木勝等でも賂舎では会曾一致で出張販費課脅を司決 L売!が、現行法規の
も主では種々白問題が起り新潟県草でも愈走資施陀入ったが、徴碕費の多績
に用する信事目的を達せなかった。和歌山勝目遁町等では委員を設て資業協
舎で本問題P研究主行ヲて房吾。

37) 高橋亀吉氏、中小商業の活路(大阪朝日新理、昭和五年七月六日-_T日)
38) I<:iieioIT Hiilerdlng， ']:'>as F"lrianiikapitai' (林要氏標、改造枇版65，5-682頁)

36) 



居
る
。
然
し
賓
際
上
は
こ
れ
は
或
特
種
な
地
方
で
あ
り
、
利
潤
獲
得
の
徐
地
の
蔑
さ
れ
て
居
る
所
に
は
同
情
も
請

願
も
存
在
す
べ
き
で
は
な

h
。
こ
の
場
合
小
貰
庖
に
取
っ
て
は
積
極
的
反
抗
か
地
方
民
の
理
解
と
後
援
に
槌
る
よ

り
外
道
は
な
い
。
今
日
過
渡
期
に
あ
る
地
方
に
於
て
は
、
向
非
資
本
主
義
的
な
情
質
的
な
分
子
炉
幾
分
止
ま
っ
て

ゐ
る
の
で
あ
っ
て
い
こ
れ
に
劃
す
る
小
貰
底
の
利
用
の
道
が
開
け
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。
青
牛
舎
(
例
へ
ば
和
歌
山
脇

田
謹
叫
)
婦
人
曾
(
敦
賀
』
町
)
の
出
張
販
寅
に
劃
す
る
愛
郷
運
動
、

ピ
ラ
や
ポ
ス
タ
ー
会
通
じ
て
の
哀
願
、
合
場
入
口

に
於
け
る
購
買
者
の
監
鵡
(
愛
知
脇
常
倫
町
)
の
如
き
も
地
方
な
れ
ば
こ
そ
幾
分
の
効
果
が
期
待
出
来
る
の
で
あ
る
O
(

例

へ
は
別
府
市
の
知
苛
叫
東
四
国
四
が
百
貨
応
の
依
頼
を
捕
純
し
、
倉
敷
市
め
加
害
出
張
駅
賓
の
嵐
告
の
新
聞
折
込
を
拓
精
し
て
居
る
地
方
を
額
は
れ
、

小
一
質
府
の
〉
句
の
万
一
間
へ
の
運
動
は
相
時
四
功
を
奏
し
て
一
泊
る
地
万
も
あ
る
0

)

錯
し
相
官
資
本
主
義
化
じ
た
地
方
に
於
可
』
は
割
合
効
ゲ

〈
-
寧
ろ
大
家
の
講
演
(
例
へ
ば
紳
戸
市
)
商
品
調
照
曾
(
例
へ
は
松
山
市
)
等
を
開
い
て
市
民
の
批
判
力
の
養
生
に
努
め
て

居
る
が
、

か
〈
小
貰
庖
の
劃
策
は
あ
ら
ゆ
る
方
向
に
及
ん
で
居
る
の
で
あ
る
リ

こ
れ
を
要
す
る
に
今
日
の
百
貨
底
の
出
張
版
貰
に
封
す
る
抗
争
は
、
そ
の
初
期
に
於
て
は
自
力
を
以
て
蹟
極
的

に
之
が
防
止
に
立
っ
た
の
で
あ
る
が
、
経
費
と
統
制
の
問
題
、
打
績
〈
不
況
に
劃
す
る
小
責
屈
の
力
の
微
弱
化
は

地
方
営
局
へ
の
陳
情
と
な
り
、
更
に
中
央
政
府
へ
の
運
動
と
な
り
、
他
面
消
費
者
側
へ
の
理
解
と
同
情
へ
の
追
求

と
な
っ
て
表
は
れ
、
そ
の
封
抗
方
法
は
寧
ろ
永
績
化
し
た
の
で
あ
る
o

然
し
出
張
販
賓
が
軍
期
一
時
的
な
現
象
で

あ
る
事
は
地
方
小
責
屈
の
永
輯
的
圏
結
、
之
を
通
じ
て
の
共
同
仕
入
、
共
同
販
寅
へ
の
方
策
は
未
だ
殆
ん
ど
と
ら

れ
て
居
な
い
の
で
あ
っ
て
、
か
〉
る
方
法
に
よ
る
大
資
本
へ
の
封
立
は
、
持
来
最
も
注
目
す
べ
き
志
の
で
あ
ら
九
o

出
張
版
責
よ
り
見
た
る
百
貨
底
調
小
寅
底
酎
抗
争

第
三
ナ
七
巻

第
四
競

九

五
七
七

ー

河津博士、前掲3頁17頁，
東京本田町が昭和六年五月白木屋が11m""時試みたこ白運動に成功して居
U 内!

otふ Kitzin'ger，.\~raτ'enha田 und 日peZla ge叫 bfl.ft(Probfeme des '¥Vareuhau:;es 
108) W. S， mbart， a. a. U S: 80...8'; 
w. Sombart， u. a. O. S・77"-80.
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出
張
販
寅
よ
り
見
た
る
百
貨
底
封
小
賓
屈
の
抗
争

第
三
十
七
巻

第
四
時
加

O 

五
七
八

轄
に
各
地
小
貰
庇
に
よ
り
百
貨
府
の
出
張
販
寅
に
封
し
て
今
日
ま
で
〈
昭
和
七
年
八
月
玉
、

γ」
ら
れ
に
る
種
々
の
反

封
運
動
の
航
況
に
就
て
地
方
別
に
一
瞥
す
る
事
に
し
よ
う
。

こ
札
は
前
掲
の
都
市
白
大
小
と
の
陶
聯
に
於
て
に
見
た
第
四
表
と
共
に
極
め
て
興
味
の
あ
る
種
々
の
事
項
を
含
ん
で
居
る
。
例
へ
は
ζ

れ
を
例

都
市
の
大
小
と
の
閲
係
に
就
亡
見
れ
ば
(
第
凶
表
参
照
)
、
ィ
出
張
凹
搬
の
国
取
も
多
い
人
口
十
寓
よ
り
五
島
主
で
の
都
市
に
於
で
は
傍
観
的
封
度
を

と
れ
る
も
の
は
僅
と
ニ
都
市
に
過
ぜ
ず
、
殆
ん
と
全
て
の
都
市
に
於
て
反
射
運
動
が
と
b
札
て
居
る
知
曹
、
同
或
は
全
然
反
持
運
動
を
と
ら
ざ
晶

都
市
町
比
率
は
大
都
市

mk小
都
市
に
多
〆
¥
中
都
市
門
比
謝
運
動
め
最
も
よ
f
綾
識
せ
る
知
央
大
都
市
が
小
費
府
間
の
統
一
の
と
り
隊

ι¥
小

都
市
が
示
だ
進
出
を
う
け
て
か
島
日
が
浅
く
、
そ
白
血
肉
一
定
回
連
絡
を
と
当
て
圃
結
し
で
之
に
常
る
程
度
に
子
ん
ら
ざ
る
事
よ
り
説
明
出
来
る
の
で

あ
る
が
、
見
に
角
非
常
に
註
目
ナ
べ
寺
匙
で
あ
る
。
い
こ
れ
を
抗
争
巴
手
段
よ
り
見
て
も
、
合
場
拒
絶
、
直
接
妨
害
行
動
、
合
場
附
近
の
路
傍
賀

山
し
の
知
寺
華
々
し
き
抗
争
形
態
は
中
都
市
に
最
も
多
く
都
民
展
せ
る
所
で
」
申
る
。
然
し
こ
れ
も
宇
が
て
は
経
験
の
積
ん
だ
も
の
よ
り
次
第
に
政
治

的
反
封
運
動
、
百
貨
盾
と
の
交
渉
等
白
一
消
極
的
な
方
向
へ
遺
品
ヲ
ネ
あ
品
i
r

中
都
市
の
中
に
は
既
に
こ
の
段
階
に
入
ワ
た
も
の
も
あ
る
。
拘
束
に

こ
れ
を
地
方
別
に
就
て
見
れ
ば
(
第
五
表
参
照
)
、
出
張
版
賓
の
比
較
的
早
〈
安
達
せ
し
に
闘
は
ら
ず
北
陸
、
北
海
道
、
東
北
地
方
は
反
射
運
動
未

安
達
で
挟
手
傍
観
せ
る
都
市
多
〈
、
特
に
北
海
道
由
加
曹
は
僅
か
反
謝
せ
る
も
白
一
一
一
一
都
市
に
過
ぎ
な
い
。
勿
論
、
北
海
道
は
凶
較
的
に
少
い
関
係

上
未
だ
打
撃
が
少
い
(
第
二
表
参
照
)
角
で
も
あ
ら
う
が
、
一
面
北
海
道
は
出
張
販
貸
の
成
績
の
最
も
よ
い
地
方
と
栴
せ
ら
れ
て
活
か
の
主
甥
照
し

て
考
へ
る
時
は
面
白
い
。
舎
場
拒
絶
、
妨
害
行
帰
、
陳
情
等
々
抗
宇
白
最
も
華
々
し
〈
行
は
れ
て
居
る
の
は
比
較
的
打
撃
の
常
時
化
し
旦
地
方
的

に
も
文
化
向
上
し
小
費
広
等
の
魔
醸
し
た
も
の
L

多
い
関
東
、
近
畿
地
方
で
あ
る
。
西
日
本
一
帯
は
打
撃
の
多
い
鴛
抗
宇
運
動
も
よ
〈
褒
達
し
て

活
品
。
以
上
は
た
ど
興
味
あ
る
一
一
一
一
一
の
駐
を
拾
ひ
あ
げ
た
の
み
。
他
日
出
張
飯
責
に
劃
す
る
地
方
の
態
度
を
考
察
す
る
稿
で
詳
細
に
研
究
し
よ
う
。

第
五
衰

地
方
別
に
見
た
る
小
貰
腐
の
反
封
運
動
白
状
渇

回
答
都

市
数

同
時
大

費
出
し

特
償
阪

費

‘出路
し傍
賓

直
接
妨

害
仔
動

悪
宣
惇

絶曾
場
三拒

青
百
貨
庖
と

ホ
の
交
渉

傍

観

聖母

反

陳

そ
の
他

関東

一ーム
ユハ

東北

一一二
五
O

七六

占

ハー

一じ

ム

ノ、

四

O 

四

占

/、

己主に陳情といワても種々の形態がある。(イ)課税の陳情、 C<I)曾場貸興
費目増徴、拒緒、制限等の陳情、ゃ、)出張阪費の禁止制強の陳情、(=)直
接/J、責席救済四陳情があ p、これをそ白書ぜ必から見ても(イ)中央官廊(内務
省、商工省)へ白陳情〈千葉脇町如し)、 fロ〉賂鹿への陳情(例藤津町)、(ハ}
市常局への陳情がある。(岸和田市、鶴田市等々)百貨E君主の交渉といてコでも
(イ〉出張阪責由取止め、(ロ〉出張期間D 制限、 (J、)Ar-:不徳義な事をせ血

43) 
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四
.
出
張
販
費
の
枇
曾
問
題
化
と
百
貨
厨
の
畠
刷
嵩
(
縮
諭
)

一四O 

j凡

出
張
既
貰
は
か
〈
て
我
国
の
特
種
事
情
の
も
と
に
驚
異
的
援
展
を
と
げ
、
こ
れ
は
従
来
中
世
的
な
固
定
的
顧
客

の
温
風
に
眠
っ
て
居
士
地
方
小
貫
底
に
と
っ
て
は
一
大
脅
威
で
あ
り
、
彼
等
の
或
意
味
で
は
生
き
ん
が
鴬
の
之
に

封
す
る
反
抗
運
動
も
極
め
て
諸
積
の
形
態
を
と
っ
て
表
は
れ
た
。
こ
れ
は
今
日
の
中
産
階
粧
の
意
義
、
殊
に
特
種

の
知
識
技
能
公
用
せ

F
る
生
計
の
術
と
し
て
の
小
買
商
業
の
枇
曾
的
地
位
計
宮
の
中
央
都
市
へ
の
吸
牧
に
よ
る
地

方
極
構
の
疲
弊
な
る
事
買
と
相
ま
っ
て
一
つ
の
大
き
な
枇
曾
問
題
と
化
し
た
の
で
あ
る
。
政
治
家
、
買
際
家
、
皐

者
の
聞
に
は
種
々
な
る
意
見
が
接
表
き
れ
た
。
都
市
営
局
に
於
い
て
も
昭
和
六
年
六
月
水
戸
市
に
開
催
せ
る
閥
束

十
二
都
市
市
長
曾
議
に
於
け
る
が
如
き
出
張
販
買
に
封
す
る
課
税
の
要
望
を
決
議
し
、
之
を
内
務
省
に
提
出
し
、

又
商
工
舎
議
所
の
組
曾
の
席
に
於
て
色
一
屡
1
問
題
と
な
り
、

出
張
販
責
よ
り
見
た
る
百
貨
底
封
小
費
腐
の
抗
争

(
現
に
昨
年
八
月
=
一
目
。
日
本
商
工
合
議
所
臨
時
緯
曾
で
も
大
脅
な

第
三
十
七
巻

五
七
九

-
第
四
披

一
一

協定(鎌倉町〉、(=)寄附金白要求当てがある。
Lorenz nix

J 
Theode de:r brancheu四乱出ger~3lierlert1ng des \Varenh~ndcls S 

37以下。
有賀氏者、前掲坦7頁。 46)
河湾博士、前掲、九ニ頁以下。
小貫底濁自の政治運動としては昭和六年三月大阪に生れた ι全日本商工業守

VV~ Sombart， :1. a. O. S. 78. 
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出
張
販
責
よ
り
見
た
る
百
貨
広
封
小
責
庖
の
抗
争

-
第
四
時
机

一
一
一

第
三
十
七
巻

五
八
O

問
題
'
と
な
っ
た
)
こ
れ
を
小
貰
府
側
の
蓮
動
よ
り
昆
れ
ば
、
昨
年
八
月
の
東
京
府
商
府
曾
聯
盟
主
催
の
全
国
中
小
商
業

者
大
舎
に
於
て
も
都
の
城
提
出
の
出
張
販
責
組
封
禁
止
の
件
脅
可
決
し
、
地
方
小
貰
底
の
中
に
も
千
葉
市
の
如
〈

直
接
商
工
大
蔵
大
臣
に
之
が
禁
止
制
限
坐
陳
情
す
る
も
の
も
現
は
る
与
に
至
っ
た
。
又
昨
年
六
月
の
地
方
長
官
舎

に
於
亡
も
本
問
題
は
議
論
5
れ
た
所
で
あ
る
。
か

t
て
枇
命
政
策
?
中
産
階
級
政
策
;
悲
〈
出
瞭
販
寅
の
禁
止
論
、

、E
J

F

一一一件、

或
は
両
者
の
中
聞
に
立
つ
商
品
枕
に
地
域
一
川
制
限
論
は
印
私
ろ
一
祉
合
の
市
識
と

経
持
政
策
的
見
地
に
基
〈
放
任
論
、

し
て
各
人
の
日
に
上
る
に
至
っ
た
。

か
h

る
航
勢
の
も
と
γ
円
政
府
も
亦
百
貨
府
法
へ
の
意
大
に
動
く
時
、
百
貨
庖
協
舎
の
自
制
案
の
溌
表
、
最
近
の

百
貨
庖
商
業
組
合
の
設
立
と
な
り
、
本
問
題
も
一
時
表
面
上
緩
和
さ
れ
た
か
の
如
き
観
を
呈
す
る
に
至
っ
た
。

〔
註
〕
と
の
鈷
に
閥
し
最
も
興
味
あ
る
所
説
は
、
村
木
稲
松
教
授
に
よ
り
て
傍
さ
れ
て
居
か
。
教
授
は
先
づ
百
貨
唐
山
地
方
建
出
の
是
非
を
正
し

〈
見
定
め
ん
が
震
に
は
、
そ
の
進
出
の
動
機
並
に
進
出
の
質
際
方
法
に
就
い
て
一
感
吟
味
す
る
を
要
ナ
と
た
し
、
シ
カ
ゴ
市
に
於
け
る
郊
外
遊

出
に
力
を
法
ぎ
ヲ
ム
あ
る
一
一
、
三
の
百
貨
庖
の
例
を
以
て
我
が
闘
の
百
貨
底
の
費
酪
を
岬
比
し
て
活

L
れ
る
。
即
ち
教
授
に
よ
れ
ば
、
例
へ
ば
、

口
町
出
与
が
同
E
E
Z
P
M
2
9
0民
r
p
p
に
郊
外
支
局
を
開
設
し
た
の
は
、

hv

カ
ゴ
市
の
特
種
地
理
的
事
情
に
基
い
で
同
居
顧
客
に
封
ず

る
サ

1
グ
イ
ス
を
よ
り
よ
〈
ナ
る
傍
で
あ
リ
、
主
た
円
〕
苫
ロ

E
L
H
H
g
q
が
開
，
d
g
z
p
o己
的
』
よ
ユ
r
冨
お
】
岳
己

-
E己
L
P間
島

内

C
Eワ
E4w
が

F
P
Fの
町

C
H
E
F
出

=
E
Z♂
(
)
長
】
τ
R
F
に
郊
外
唐
を
設
げ
た
の
は
前
者
に
於
て
は
、
ラ
ヂ
オ
受
信
機
、
集
器
類
、
後
者
に
於
て
は
児
童
用
品

目
商
品
的
特
殊
事
情
に
基
い
て
そ
の
臨
'
給
サ

1

V
イ
ス
を
合
理
的
に
す
る
偽
に
は
然
か
せ
『
る
を
得
な
か
う
た
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
そ
の
取

扱
品
は
主
と
し
て
こ
れ
等
商
品
に
限

b
札
て
居
る
。
こ
れ
に
よ
り
こ
れ
を
見
札
ぼ
、
と
れ
等
の
諸
市
胞
に
於
で
は
少
〈
と
も
失
の
二
個
の
翠
想
乃

至
目
標
が
認
め
ら
る
。
即
ち
川
郊
外
支
庖
に
取
扱
は
る
べ
曹
商
品
種
目
を
限
定
し
、
異
に
債
値
あ
る
配
給
サ

1
ず
イ
ス
を
曇
供
す
る
と
共
に
、

そ
の
進
出
地
方
に
於
け
る
地
方
小
賀
商
人
と
の
競
争
の
鴛
白
競
争
を
泣
け
ん
と
し
、
或
は
仰
シ
カ
ゴ
市
及
び
そ
の
附
涯
の
如

f
商
品
問
給
サ
ー

グ
イ
ヲ
ハ
の
拙
か
ら
丸
亡
、
幾
個
か
白
酎
給
阪
城
に
分
割
さ
る
穴
聖
所
に
於
て
は
、
そ
の
各
区
域
戸
時
に
配
給
サ

T
V
f
ス
腐
を
開
設
し
、
以
て
配

その他東京白 L中堅建設同盟守名古屋0"中産聯盟'~~çがあ D 、
成のため創立準備曾さへ持たれて居る。
村本教授、百貨底白郊外進出(大阪朝日新聞、昭和四年八月ト大日ー十八日〉
山田忍三氏正云貨底の小賓腐へ白影響は百貨居相互間の競争に基〈滋生的
影響である事を認めて居られる。(山田氏、百貨席4・賀席問題K就ての一考
察)(経済情報昭和七年九月)

その会図的結
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給
サ
l
グ
イ
ス
を
合
理
化
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
と
な
し
・
そ
の
動
機
を
賛
し
、
特
に
百
貨
庖
の
郊
外
進
出
を
意
義
ず
け
る
も
の
は
第
一
の
鈷
で

あ
る
と
然
し
て
教
授
の
商
品
制
限
論
を
民
胸
し
、
商
品
に
何
等
の
制
限
を
設
け
ず
徒
に
地
方
小
吏
広
と
白
競
争
を
匁
し
ヲ
ヲ
あ
る
我
闘
百
貨
腐

の
態
度
を
難
じ
て
周
ら
れ
る
。
私
は
決
し
て
我
閣
の
宵
貨
庖
が
小
賀
底
と
競
争
白
魚
の
競
苧
を
匁
し
て
居
る
と
は
思
は
な
い
。
ー
ロ
寧
ろ
主
観
的

に
存
在
す
る
の
は
他
白
百
貨
腐
と
の
競
争
意
識
で
あ
づ
て
た
Y
ζ

れ
を
枇
曾
的
に
見
る
時
に
は
小
責
庖
と
百
貨
腐
の
競
争
と
し
て
支
は
札
ぉ
。

然
し
数
授
の
商
品
制
限
論
に
は
賛
成
出
来
る
と
思
ふ
。
こ
の
場
合
出
張
販
責
に
於
て
は
、
寧
ろ
央
服
類
の
加
害
季
節
目
聞
だ
け
に
限
り
之
を
許
す
事

が
最
も
合
理
的
で
は
あ
る
古
い
か
。

ι
r
L

主
同
市
聞
は
需
要
が
季
節
的
に
一
定
し
て
永
績
府
底
舗
を
設
く
る
も
寧
ろ
業
務
の
繁
閑
lt
傍
専
門
庖
と
リ

uz 

七
て
は
合
理
的
に
抑
制
轡
出
来
な
い
か
ら
で
あ
る
。
故
に
百
貨
底
式
の
形
態
を
と
一
ツ
た
も
の
か
ら
必
要
な
季
節
に
出
張
し
て
需
要
を
充
す
べ
〈
最

も
越
し
た
商
品
と
し
て
考
へ
る
事
が
出
来
る
o

然
し
一
こ
の
勤
に
閥
ナ
る
な
凡
同
針
策
を
問
題
し
し
す
る
稿
に
於
て
一
見
め
て
漣
べ
る
事
忙
し
よ
う
。

以
上
に
於

τ私
は
阪
油
の
百
貨
府
出
張
販
買
の
議
展
過
程
に
劃
す
る
考
療
と
相
侍
っ
て
小
貰
底
の
反
封
運
動
が
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庖
の
出
張
販
責
に
封
す
る
自
制
は
一
一
聞
か
ら
見
れ
ば
、
従
来
出
張
販
買
が
百
貨
庖
に
取
っ
て
必
宇
し
も
有
利
な
蹴

態
で
な
く
、
今
日
出
張
販
貢
よ
り
多
く
の
利
潤
を
暴
げ
て
居
る
の
は
高
島
屋
の
み
と
一
五
は
れ
て
居
る
の
で
あ
っ
ち
、

寧
ろ
他
底
牽
制
策
と
し
て
績
行
せ
ら
れ
て
居
た
扶
態
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
か
〉
る
服
態
に
於
て
は
他
底
と

の
協
調
の
色
と
に
容
易
に
之
を
取
り
止
め
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
然
し
他
面
か
ら
考
ふ
れ
ば
資
本
家
階
粧
が

資
本
主
義
の
稜
展
が
ぞ
の
勃
興
期
に
あ
っ
た
時
に
は
、
事
ろ
邪
魔
物
と
し
て
居
た
中
産
階
級
に
自
己
の
擁
護
の
須

の
存
在
債
伎
を
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
に
至
っ
た
客
観
的
航
勢
が
然
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
と
も
云
ひ
得
よ
'
九
。
一
方

地
方
の
小
貫
底
の
反
抗
運
動
も
決
し
て
資
本
主
義
の
原
理
を
理
解
し
、
之
に
劃
し
て
意
識
的
に
反
抗
し
で
立
っ
た

課
で
は
な
〈
、
寧
ろ
自
己
の
地
位
の
現
貫
的
不
安
に
劃
す
る
不
平
で
あ
り
、
擁
護
運
動
で
あ
つ
に
事
は
百
貨
府
と
の

出
張
版
責
上

nJ
見
た
る
百
貨
席
封
小
賓
腐
の
抗
争

第
三
十
七
巻

五
i¥ 

第
削
減
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出
張
版
責
よ
り
見
た
る
百
貨
応
封
小
責
底
の
抗
争

一
三
四

五
八

第
四
競

第
三
十
七
巻

妥
協
或
は
紳
士
協
約
を
結
ん
で
居
る
地
方
(
例
へ
ば
鎌
倉
町
)
の
存
在
乃
至
は
今
日
小
寅
底
が
地
方
経
捕
に
占
h
u

る
地
位
、
故
に
彼
等
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
吟
味
す
る
事
口
よ
り
十
分
了
解
さ
れ
る
所
で
あ
っ
て
、
彼
等
の
反

抗
が
中
間
階
級
左
し
て
の
現
航
維
持
へ
の
主
張
で
あ
り
、
極
め
て
保
守
主
義
的
な
指
導
原
理
の
も
と
に
行
は

れ
た
も
の
な
る
事
は
彼
等
が
一
一
般
奮
中
産
階
殺
が
然
る
如
く
保
守
主
義
者
で
あ
ち
現
航
維
持
論
者
で
あ
る
事

の
必
銭
的
な
結
国
別
で
あ
る
。
か
〉
る
叫
川
勢
は
近
時
の
出
張
服
買
の
緩
和
に
依
っ
て
百
貨
底
へ
の
地
方
小
貰
府

の
民
調
運
動
も
亦
自
然
に
消
滅
又
は
綾
和
せ
ら
る
〉
一
事
と
な
る
ぺ
b
d
T

め
る
。
然
J

却
は
小
買
肱
の
勝
門
業
難

い
か
永
久
に
緩
和
さ
れ
た
事
を
意
味
す
る
誇
で
は
な
〈
小
責
商
業
に
於
で
も
大
資
本
へ
の
集
中
は
何
等
か
の
方

法
で
療
行
さ
れ
る
で
あ
ら
う
し
附
こ
の
事
は
亦
出
張
販
貰
の
取
止
め
後
各
百
貨
庇
が
通
信
販
貰
へ
カ
を
注
ぎ

出
し
に
事
が
報
ぜ
ら
れ
て
島
る
事
に
よ
っ
て
も
如
、
り
得
る
所
で
め
る
u

か
く
て
小
貰
屈
な
出
張
販
寅
の
緩
和

に
よ
ち
て
決
し
て
そ
の
生
活
難
の
緩
和
が
来
た
の
で
は
な
く
、
彼
等
に
於
て
も
自
助
的
若
し
く
は
他
動
的
に

何
等
か
の
方
策
が
構
ぜ
ら
れ
な
い
以
上
、
百
貨
底
の
自
制
案
の
永
績
性
に
謝
す
る
疑
慎
と
共
に
極
め
て
不
利

(
荘
一

-

A

註
二
)

な
立
場
に
立
つ
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
こ
の
方
策
は
あ
hd
や
否
や
。
若
し
あ
り
と
せ
ば
そ
の
方
策
知
何
。
小
寅

商
業
の
岡
家
的
統
制
誼
に
自
助
的
封
抗
策
と
し
て
の
∞
与
C

宅
吉
m
m
g
号
に
劃
す
る
地
方
都
市
に
於
げ
る
商

底
街
の
形
成
、
(
い
o
=
〈
巾
口
一
g
B
m
o
o
含
に
劃
す
乙
小
貰
底
の
地
方
的
(
∞
町
内
同
志
向
Z
一
)
な
〈
O

一
g
z
q
n
}
旦
=
の
形

成
等
考
へ
ら
る
う
が
こ
れ
等
の
問
題
は
他
日
稿
を
夏
め
て
遁
べ
る
事
に
し
よ
う
っ

(
註
一
)
木
位
田
博
士
、
小
責
商
人
の
運
命
(
中
央
公
論

-
1
0
0披
)
博
士
は
今
日
白
小
貰
底
は
針
策
白
探
否
に
閥
は

b
ず
、
そ
の
社
合
的
機

能
を
喪
失
せ
る
に
よ

P
必
然
的
に
浸
器
ず
べ
き
も
の
で
あ
る
と
な
し
、
之
が
保
護
策
を
難
じ
て
居
ら
れ
る
。

平
井
教
授
、
小
賀
商
白
将
来
(
経
磐
撃
論
集
第
五
輯
}
教
授
は
小
貰
商
白
取
的
整
理
認
可
主
義
白
採
用
、
並
に
小
寅
指
導
機
聞
の
必

要
を
力
説
せ
ら
れ
て
居
る
様
で
あ
る
。
高
橋
亀
育
氏
、
前
掲
論
文
、
河
津
博
士
、
小
賀
商
人
白
地
位
を
論
ず
。
〈
同
家
畢
舎
雑
誌

開
十
三
島
哲
三
貌
)

(
詮
二
)
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